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⽇本基礎⽼化学会 第一回市⺠フォーラム in 松本 

 

〈第一部〉「⽇本基礎⽼化学会がつなぐ研究と社会」 プログラム 

 

⽇時︓2020年 11 月 7 日（土） 

場所︓松本市信毎メディアガーデン１階ホール 

 

 

10︓00〜10︓05 開会挨拶（NCGG・清水 孝彦） 

 

基礎⽼化研究の歴史と展望（40 分/人） 

座⻑︓樋口 京一（信州大学） 

 

10︓05〜10︓45 カロリー制限研究の歴史と展望（⻑崎⼤学医学部・下川 功） 

10︓45〜11︓25 ⽼化が速く、⽼年病のモデルになった SAM マウス -歴史と展望- 

（京都光華⼥⼦⼤学・細川 昌則） 

11︓25〜12︓05 細胞⽼化から個体⽼化へ -歴史と展望- 

（椙⼭⼥学園⼤学・本⼭ 昇） 

 

12︓05〜13︓20  昼 休憩 

 

基礎⽼化研究の紹介 I（20 分/人） 

座⻑︓⽯井 恭正 （東海大学）、柿澤 昌（京都大学） 

 

13︓20〜13︓40    モデル動物で明らかにする加齢性記憶障害のメカニズム 

                        （千葉大学薬学部・殿城 亜矢子） 

13︓40〜14︓00 早⽼症と再⽣医療        （⼭⼝東京理科⼤学・嶋本 顕） 

14︓00〜14︓20 オートファジーと寿命延⻑（大阪大学医学部・中村 修平） 

14︓20〜14︓40       抗⽼化のための NAD 補充療法（富山大学医学部・中川 崇） 

 

14︓40〜15︓00  休憩 

 

基礎⽼化研究の紹介 II（20 分/人） 

座⻑︓杉本 昌隆（⻑寿研） 

 

15︓00〜15︓20 アルツハイマー病の発症と食事の関係（⻑寿研・津⽥ 玲⽣） 

15︓20〜15︓40 肺⽼化と糖鎖（都健康⻑寿研・萬⾕ 博） 

15︓40〜16︓00 脂肪組織の質と⽼化（東京理科大学・樋上 賀一） 

 

16︓00〜  アフタヌーン企業展示・体験 

 

18︓00〜  懇親会＠和ダイニングくらすわ 

 

 

参加 Web 申し込み 

詳細は下記、専用フォームを確認の上、お申し込み下さい。 
Web 申込は2020年 11月 1⽇締切です。 

https://forms.gle/z3xRoP1SzcyFA8QKA  

【特集企画】

「細胞老化研究 Up to Date」

　世界規模での高齢化社会を迎えつつある現在、既に我が国において社会問題化している認知症を

はじめ、様々な老年性疾患の病態解明と克服に向けた研究開発がますます重要性を増していくことは

間違いないと考えられる。老年性疾患の最大発症リスク因子は老化であることから、老化という不可

逆な時間の経過が生命にもたらす影響を細胞レベルで理解することが、様々な老年性疾患の病態を理

解する上では必要不可欠であると言える。従来、細胞老化は細胞が分裂を停止し、不可逆的に増殖

能を失うことで癌化を抑制する防御機構として認識されてきたが、近年の著しい研究活動の発展に伴

い、細胞老化は逆に癌化を促進するなど、様々な老年性疾患の原因となることが明らかとなってきた。

　そこで本特集号では、基礎老化研究の領域にとどまらず、様々な疾患研究分野において大きなムー

ブメントとなっている細胞老化について、長年にわたって精力的に研究活動を展開されている４人の

先生方に執筆をお願いした。近藤祥司先生には細胞老化研究の歴史を紐解く俯瞰的な総説を、川口

耕一郎先生、杉本昌隆先生には呼吸器の老化・疾患と細胞老化との関係について、芥 真弓先生、井

垣達吏先生には強力な遺伝学モデル動物でもあるショウジョウバエにおける細胞老化について、そし

て渡邉すぎ子先生、原　英二先生には最終的な予防・治療への応用も視野に入れた細胞老化・疾患

研究についてご執筆頂いた。
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